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研究成果の概要（和文）：わが国では、「様々な遊びを中心に毎日合計60分以上楽しく体を動かす」という目標
を掲げ、幼児期運動指針を策定した。しかし、わが国において幼児の身体活動量については、具体的な推奨値が
設定されていない。本研究は、子どもの体力低下が問題となっている中、幼児を対象に、有酸素性能力、運動能
力（質的、量的評価）、日常の身体活動量（歩数、座位行動時間、低強度活動時間、中・高強度活動時間、１回
あたりの座位行動持続時間、中・高強度活動持続時間）、生活習慣との関連を検討することであった。

研究成果の概要（英文）：The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology has 
established guidelines for preschool childhood physical activity, with the goal of a total of at 
least 60 minutes of enjoyable physical activity each day, centered on a variety of play activities. 
However, there are no specific recommendations for the amount of physical activity for preschool 
children in Japan. This study was to examine the relationship between aerobic capacity, motor 
ability, daily physical activity, and lifestyle habits in preschool children.

研究分野：発育発達
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研究成果の学術的意義や社会的意義
吉澤は、「幼児の有酸素性能能力の発達」（杏林書院、2002）で、幼児期から持久的な運動（有酸素性能力（酸
素摂取量））を取り入れることを推奨している。このように幼児の有酸素性能力は、健康関連指標とより強く関
わっていることが示唆されていたが、1990年以降、吉澤の報告を最後に、ここ30年間わが国や諸外国においても
報告されていなかった。わが国では、「様々な遊びを中心に毎日合計60分以上楽しく体を動かす」という目標を
掲げたものの、具体的な推奨値が設定されていない。幼児の持久的な運動あそびを取り入れることは、様々な健
康関連指標と関連していることから幼児期から重要な取り組みであることが考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 わが国では、「様々な遊びを中心に毎日合計 60分以上楽しく体を動かす」という目標を掲げ、

幼児期運動指針を策定した。国際的な子どもの身体活動量のガイドラインでは、「1 日に少なく

とも 60 分以上の中高強度以上の身体活動」を推奨しており、多くの国々で採用されている。し

かし、わが国において幼児の身体活動量については、具体的な推奨値が設定されていない。 

 国際的な身体活動量のガイドラインでは、有酸素性能力（持久的な運動）で、大人は少なくと

も 10分以上の中強度以上の身体活動の持続が推奨されている。子どもを対象として 5－10分の

中強度以上の身体活動の持続が、呼吸循環器や肥満の改善に有用であることを報告している

（Holman et al., 2011：Mark et al., 2009）。吉澤は、著書「幼児の有酸素性能能力の発達」の中で

（杏林書院、2002）、有酸素性能力（酸素摂取量）は、幼児期から持久的な運動を取り入れるこ

とを推奨している。このように幼児期の有酸素性能力は、健康関連指標とより強く関わっている

ことが示唆されているが、1990年以降、吉澤の報告を最後に、ここ 30年間わが国や諸外国にお

いても報告が見あたらないために、特に、幼児の有酸素性能力を明らかにすることが重要であっ

た。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、子どもの体力低下が問題となっている中、幼児を対象に、有酸素性能力、運

動能力（質的、量的評価）、日常の身体活動量（歩数、座位行動時間、低強度活動時間、中・高

強度活動時間、１回あたりの座位行動持続時間、中・高強度活動持続時間）、生活習慣との関連

を明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 

（１）幼児の有酸素性能力（酸素摂取量）を明らかにする。 

（２）運動能力（質的、量的評価）は、運動能力測定を行い、先行研究を基に分析し、明らかに

する。 

（３）日常の身体活動量は、ActiGraph を用いて 1 週間 24 時間連続して測定し（入浴、水泳以

外）、歩数、座位活動時間、低強度活動時間、中・高強度活動時間、高強度活動時間、連続した

座位活動時間、中・高強度活動時間を明らかにする。 

（４）生活習慣調査は、生活習慣、生活環境、睡眠などアンケート調査を実施し、これらを明ら

かにする。 

（５）有酸素性能力、運動能力（質的、量的評価）、日常の身体活動量、生活習慣の関連は、統

計的手法を用いて関連および縦断的な関連を明らかにする。 

 

４．研究成果 

（１）有酸素性能力は、持久走中、もしくはトレッドミル多段階漸増運動負荷テスト中における

酸  素摂取量、心拍数などを明らかにした。また加速度計は、トレッドミル多段階漸増負荷テ

ストを用いて、酸素摂取量、心拍数との関係を検討し、関連が認められた。その結果、加速度計

を装着することは、幼児のおおよその酸素摂取量を推定することができた。 

（２）運動能力（質的、量的評価）は、運動能力測定を行い、幼児の運動能力を明らかにした。 

（３）日常の身体活動量は、加速度計を用いて 1週間 24時間連続して測定し（入浴、水泳以外）、

歩数、座位活動時間、低強度活動時間、中・高強度活動時間、高強度活動時間、中・高強度活動

時間を明らかにした。 



（４）生活習慣調査は、子どもやその保護者の生活習慣、生活環境アンケート調査を実施し、ス

ポーツ実施状況、睡眠時間、居住環境、食生活などの生活環境を明らかにした。 
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